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1950：   同   （鉱山工学科） 
1959：金属採鉱学講座（鉱山工学科） 
1964：掘削工学講座（鉱山工学科） 






    （太陽地球システムエネルギー学講座） 




       
      炭鉱・金属鉱山の 
      閉山・鉱業の衰退 






     土木の衰退・環境科 






















3. Model 1 Longwall 




































40. 3D BEMによるSR, CBの解析 
 
41. BEM- CB（改） 
42. KIC丸 
43. 水中のKIC 
44. ISRM必要寸法 CB修正含む 
45. Joint Report 
46. 溶融石英，PMMA 
47. Round Robin 




52. Long SR 
53. RCT試験 















67. AE, DRA TG2-応用地質 
68. 釜石現場試験 
69. 石油公団ASR 
























93. Intergranular CrackingのDSCA（1）-5 cases 




























方向の効果及びき裂の方向とTx, Ty  
120. shear test  
 
121. shear test (2) 
122. Shear Mech 












134. Tiltmeter (1) 









144. Associated flow rule 




149. Flow ruleによる一軸引張破壊 
150. 多結晶体破壊プロセス 
151. 一軸引張強度とエネルギー 





























































































1981（昭56）M修  蓑由紀夫 
1986（昭61）D修  工藤裕之 































40. 3D BEMによるSR, CBの解析 
41. BEM- CB（改） 
42. KIC丸 
43. 水中のKIC 
44. ISRM必要寸法 CB修正含む 
45. Joint Report 
46. 溶融石英，PMMA 
47. Round Robin 





52. Long SR 
53. RCT試験 
54. RCT standard 
55. SRクランプ荷重の影響 
56. ボーリングコアを用いた封圧下の破壊靭性試験 










1987（昭62）卒  萩原弘一朗 
1988（昭63）M修 松根 進 
1988（昭63）卒  松本龍快 
1990（平2）卒   野村 剛 




1991（平3） M修   佐藤稔紀 
1992（平4）卒    金子高久 
1994（平6） M修  金子高久 
1994（平6）卒     小島 淳 
1994（平6）卒     酒井啓充 
1995（平7） M修  栗林勇司 
1995（平7） 卒   大橋弘紀 
1996（平8） M修  菅野 俊 









1980（昭55）卒  沢田集一 
1981（昭56）卒  鈴木三津也 
1982（昭57）卒  野間達也 






















Chevron bend (CB) specimen 









































































（氷用，L/D = 2） 
②SCB試験片（高温高圧






























1995（平7）卒  内田屋 聡 
1998（平10）M修 根本勝久 
1999（平11）卒  瀬川千智，竹田憲一郎 









144. Associated flow rule 




149. Flow ruleによる一軸引張破壊 
150. 多結晶体破壊プロセス 
151. 一軸引張強度とエネルギー 
152. Uni Compに向けて 



















































































































93. Intergranular CrackingのDSCA（1）-5 cases 















1993（平5）卒   北島 昇 
1993（平5）卒   西山琢雄 







1990（平2）卒   越後谷昌弘 
1991（平3）卒   竹内孝二郎 
1993（平5）M修  竹内孝二郎 
1994（平6）M修  小手森重孝 
2001（平13）卒   小林 陽 
2003（平15）M修  小林 陽 
 
1991（平3）M修  志水俊仁 
1992（平4）卒   加藤隆明 
1996（平8）卒   根本勝久 









AE: Acoustic emission 
DRA: Deformation rate analysis 
ASR: Anelastic strain recovery 
DSCA: Differential strain curve analysis 
（B11，M8，D2） 
エネルギー開発 
1997（平9）卒    相澤 勝 
1998（平10）M修  鈴木 誉 
1998（平10）M修  安原 均 
2000（平12）卒   佐々木雅浩 
2003（平14）D修  本郷 公 
2003（平14）卒   橋本貴光 
2004（平15）D修  利 紀之 






































































































定する方法     準軸方向引張応力 
iv）準軸方向引張応力の空間分布の可視













σs z 2 σs z 3
σs z 2











 (-A/3 +B - D)σx + (-A/3 + D) σy - A/3 σz = St 
































































2005（平17）卒  内藤徳人 


























の効果及びき裂の方向とTx, Ty  
120. shear test  
121. shear test (2) 
122. Shear Mech 
123. Mortar replica 
124. き裂の力学的挙動ー寸法効果へ向けてー 
1995（平7）卒  引間亮一 
1996（平8）卒  鈴木 誉 
1997（平9）卒  能代 毅 
1998（平10）卒 芥川充志 
1999（平11）M修 小川泰志 








2003（平15）卒  高西哲朗 
2005（平17）M修 高西哲朗 
2007（平19）M修 後藤匡雄 
2008（平20）卒  木村裕司 
2009（平21）M修 飯野瑞輝 












 100. き裂内の水の流れMAC法 
101. き裂表面と透水性（FMG法） 
102. き裂の透水性と接触剛性 









1994（平6）M修 村井 正 
1996（平8）卒  井上康弘 
1996（平8）卒  安原 均 
1997（平9）D修 李 鐘慎 
2000（平12）卒  福岡伸之 
2002(平16）M修 千田祐介 










  （坂口准教授と共同） Linear motor actuators 
大型き裂用表面高さ測定装置 楔の圧入で作成した花崗岩中の大型引張き裂


























X  ( m m )
01
2
e  ( m m
A p e r t u r e  ( I G 1 0 )
41 mmのき裂の初期間隙分布 











1 0 0 0















1 0 0 0
Y ,  m m


































































































































法を開発（2006）．      
















L = 0.4 m
L = 0.8 m
L = 1.6 m
L = 3.2 m
L = 6.4 m
L = 12.8 m















































































0.01 0.1 1 10 100
Mean from 0.2 m to 12.8 m
Fracture size (m)
em = 0.7 mm



























δ = 12.5 mm
δ = 25 mm



































































a0, an, α0, αn, b0, b1, c0, c1 c2 :  






























2008（平20）卒  木村かおり 
2010（平22）M修 木村かおり 





134. Tiltmeter (1) 





140. 不均一岩体Tilt FDM 
141. CO2の漏洩検知 
142. CO2地層処分 
143. Poroelasticity  
高精度傾斜計
（Tiltmeter: Pinnacle  
Technology, resolution 














坑の南100 m～150 mを中心として発達していることを明らかにした（2008，2009）． 
1995（平7）卒  飯野英樹 
1996（平8）卒  米田英治 
1996（平8）論博 奥村清彦 
1997（平9）M修 史 勤国 
1997（平9）卒  小川泰志，佐藤 章 
1998（平10）卒  飯野 亘 




2001（平13）卒  斗ヶ澤龍太 
2002（平14）M修 木崎彰久 
2002（平14）卒  志茂幸宏 
2003（平15）M修 斗ヶ澤龍太 
2003（平15）卒  中根秀明 













162. ノズルの設計  
97. 高温岩体のボーリング 
 
2005（平17）卒  古田哲朗 
2006（平18）M修 高橋智誓，新野淳史 
2006（平18）卒  福沢尭之 
2007（平19）論博 木崎彰久 
2007（平19）M修 古田哲朗 
2007（平19）卒  飯野瑞輝，後藤久則 
2008（平20）M修 福沢尭之 
2008（平20）卒  庄子雅之，八幡和洋 
2009（平21）卒  田中寛大 
2010（平22）M修 庄子雅之，八幡和洋 
2010（平22）卒  湯本雄一，横井研太 
2011（平23）M修 包 業慧 
2011（平23）卒  小谷野太郎，巴亮太 
2012（平24）M修 湯本雄一 
2012（平24）卒  塩谷和幸 
 
1985（昭60）卒  舟山重則 
1986（昭61）卒  五十嵐俊之，松本正士 
1987（昭62）M修 鈴木和宏 
1987（昭62）卒  有沢知行，仲館 創 
1988（昭63）卒  矢部忠洋，及川恵生 
1989（平元）M修 仲館 創 
1989（平元）卒  佐藤稔紀 
1990（平2）卒  酒井孝典 
1992（平4）卒  杉本 勝 
1993（平5）卒  徳本 毅 























































































Best paper awardの受賞（木崎彰久, 
当時M1)（6ｔｈ PRIC, Sydney, 2000) 
水中ウォータージェットの壊食能は周期的に放出されるキャビテーション気泡雲の崩壊にあり，最大の
壊食は対象物を最大気泡雲長と第一気泡雲平均長の間に置くことで得られる（2001）． 
5.数値計算法コード（一般性のあるもの） 
 
1．FEM弾性応力解析（2D，2次要素) 
2．FEM弾性応力解析（軸対称問題，2次要素) 
3．軸対称物体非軸対称荷重問題のFEM弾性応力解析（2次要素) 
4．ジョイント要素を含む物体のFEM弾性応力解析（3D，2次要素) 
5．き裂の関連流れ則に基づくFEM応力・破壊解析（3D，2次要素) 
6．単一鉱物多結晶岩石試験片の作成 
7．三次元空間におけるベクトル・図形のステレオグラム 
8．BEM弾性応力解析（3D，2次要素，き裂要素) 
9．スペクトル法による大規模フラクタルき裂の作成 
10．MAC法によるNS方程式の有限差分解析(二次元) 
11.FMG法によるReynolds方程式の有限差分解析(き裂内流れ解析) 
12.有限差分法による熱伝達・熱伝導に伴う温度分布解析 
13.Brown-Scholz理論に基づくき裂の閉鎖シミュレーション(弾性解析） 
14.Brown-Scholz理論に基づくき裂の閉鎖シミュレーション(粘弾性解析） 
15.局所応力の測定データからの広域応力場推定(断層が無い場合) 
16.局所応力の測定データからの広域応力場推定(断層がある場合) 
17.地表面傾斜量の逆解析による地下流体流動場の評価(半無限均一弾性体) 
18.地表面傾斜量の逆解析による地下流体流動場の評価(不均一岩体，FEM) 
解析用のプログラムは殆ど独自に開発した（市販のプログラムは一般性はあるものの変
更がきかないので当初の機能以上のものはできない）． 
約15 cm 
pdfファイルを作るための査読付き論文別刷り集 
結論1）「我が成果15センチの紙の山」 
結論2）「好きなことだけして過ぎし40年」 
